
Ⅰ 緒 言

眼窩脂肪は，4 つの直筋とそれらの筋間膜で構成され

る筋漏斗により，筋漏斗外脂肪と筋漏斗内脂肪に大別さ

れる1)
．これらのうち，筋漏斗外脂肪は眼瞼内へ脱出し

て baggy eyelid となり，筋漏斗内脂肪は球結膜下へ脱

出すると考えられている2)3)
．この球結膜下眼窩脂肪ヘ

ルニア(以下，脂肪ヘルニア)4)は，眼窩脂肪脱出ともい

われる良性疾患で，その多くは，外傷や腫瘍などの原因

がない自然発生例とされている．自然発生した脂肪ヘル

ニアの臨床的特徴は，肥満した男性に多く，球結膜下の

黄色の軟性腫瘤で，筋漏斗内眼窩脂肪に連続しており，

綿棒などでの圧迫により容易に眼窩へ後退することなど

が挙げられる5)
．病理組織学的には，核内空胞を有する

脂肪細胞(Lochkern cell)が比較的多いことや，花輪状多

核を有する巨細胞(floretlike giant cell)が存在すること

などの特徴がみられ，機械的刺激による結果であろうと

推測されている6)
．この自然発生脂肪ヘルニアは，通

常，上耳側部にみられる5)
．他の部位での発生報告はき

わめて少なく2)7)〜9)
，我々が知る限り，下鼻側部脂肪ヘ

ルニアの報告はない．

今回，我々は，肥満のない女性の下鼻側部に生じた脂

平成 20 年 12 月 10 日 1085

別刷請求先：173-8605 東京都板橋区加賀 2―11―1 帝京大学医学部眼科学講座 根本 裕次

(平成 19 年 12 月 10 日受付，平成 20 年 7 月 10 日改訂受理) E-mail：ynemoto@med.teikyo-u.ac.jp

Reprint requests to： Yuji Nemoto, M. D. Department of Ophthalmology, Teikyo University of Medicine. 2-11-1 Kaga

Itabashi-ku, Tokyo 173-8605, Japan

(Received December 10, 2007 and accepted in revised form July 10, 2008)

Background：We report a case with orbital fat

herniation beneath the inferonasal conjunctiva,which

is very rare in the literature.

Case：A 52-year-old non-obese female. The subcon-

junctival mass in the right eye that had formed

spontaneously at a young age was yellow, soft, and

easily retreated into the orbit with pressure. A

magnetic resonance image showed that the intraconal

orbital fat herniated through a space that was formed

by the inferonasal sclera and the intermuscular

septum between the medial rectus muscle and the

inferior rectus muscle. Surgical resection obtained

good results.

Conclusion：This route of fat herniation in this

case is similar to that of superotemporal lesions in

previous reports. One possible explanation of the

mechanism of such a rare lesion is congenital

weakness in the inferonasal Tenonʼs capsule.
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Abstract

A Case of Inferonasal Subconjunctival Orbital Fat Herniation

背 景：文献上非常にまれである，下鼻側球結膜下脂

肪ヘルニア 1例を報告する．

症 例：52 歳，非肥満女性．若年時に自然発生した

右眼の腫瘤は黄色，軟で圧迫により眼窩内に後退した．

磁気共鳴画像で，筋漏斗内脂肪が，内直筋―下直筋筋間

膜と下鼻側部強膜との間隙を通って脱出したものである

ことが示され，切除により良好な結果を得た．

結 論：本症例の脂肪脱出経路は従来報告されている

上耳側部脂肪ヘルニア例の経路と類似していると考えら

れる．このようにまれな部位に発生した理由の 1つとし

て，下鼻側部のテノン囊に先天的な脆弱部が存在したこ

とが推測された．(日眼会誌 112：1085―1089，2008)

キーワード：眼窩脂肪ヘルニア，結膜，テノン囊
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要 約

下鼻側球結膜下に発生した眼窩脂肪ヘルニアの 1例



肪ヘルニアの 1例を経験した．そこで，この症例の病態

を考察し，文献と比較検討したので報告する．

Ⅱ 症 例

52歳，女性．

約 30 年前に右眼の腫瘤に気付いたが，近医で脂肪と

言われ放置していた．2 年前くらいから徐々に大きくな

り，右眼の異物感や流涙が生じてきたため，切除目的で

当科に紹介受診した．既往歴，家族歴に特記すべきこと

はない．

初診時，視力は右 0.04(1.2×−9.00 D cyl−3.25 D(

)

Ax 10°)，左 0.04(1.2×−8.50 D cyl−1.50 DAx 170°)．(

)

眼圧は両眼とも 11 mmHg であった．眼位は正位で，眼

球運動は制限なく，眼球運動時の眼痛や複視などもな

かった．右前眼部所見を図 1 に示す．右眼下鼻側部結膜

下に黄色，軟性の腫瘤があった．硝子棒による圧迫で，

眼窩内に後退するが，圧迫を解除すると，再び結膜下に

突出した．この腫瘤は，左方視時には，角膜輪部付近ま

で前進し，右眼の上下涙点を覆った．右眼耳側結膜，左

眼結膜には異常はみられなかった．両眼ともに，角膜，

中間透光体に異常なく，眼底は豹紋状眼底であった．涙

液量は，綿糸法で右 29 mm，左 16 mm，涙管通水試験

は両側とも通水可能であった．全身所見としては，身長

158 cm，体重 48 kg，体格指数 (Body Mass Index)は

19.2(肥満基準 25 以上)と肥満はなく，血液生化学検査

でも高脂血症などの異常はなかった．

術前の磁気共鳴画像(magnetic resonance imaging：

MRI) T 1 強調画像を図 2，図 3 に示す．軸位断(図 2)

で，右眼の腫瘤は，眼窩脂肪と同程度の均一，境界鮮明

な高信号像を示した．球後部の眼窩には異常はなかっ

た．冠状断(図 3)で前方(図 3 a)から後方(図 3 c)の 5

mm厚連続断面で観察すると，この高信号は，右内直筋

の下方から，内直筋―下直筋筋間膜と強膜との間を通っ

ていた．さらに，この高信号は筋漏斗内脂肪に連続して

いた．

手術は局所麻酔下にて行った．結膜を切開すると，黄

色腫瘤は菲薄な結合組織膜に覆われていた．この結合組

織膜は，内直筋の眼球付着部直下の厚いテノン囊に続い

ていた．結合組織膜を切開したところ，黄色腫瘤は眼窩

脂肪と連続していた．内直筋の眼球付着部直下までの黄

色腫瘤を切除，テノン囊を 6-0吸収糸(ポリグラクチン

910)で縫縮，結膜を 6-0絹糸で閉鎖した．

術後，異物感や流涙は消失した．眼位や眼球運動の悪

化はなかった．術後 4か月時点で，腫瘤の再発はなかっ

た．

切除検体の病理組織学検査では Lochkern cell が少数

散在するが，floretlike giant cell や異型脂肪細胞は認め

られず，成熟脂肪細胞と診断した．
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図 1 初診時所見．

a：右眼．下鼻側結膜下に黄色の腫瘤を認める．b：右

方視時，c：左方視時．腫瘤の位置と形は容易に変化す

る．

腫瘤

内直筋

筋漏斗内脂肪

図 2 術前磁気共鳴画像(MRI)T 1強調画像軸位断と模式図．

腫瘤は，眼窩脂肪と同程度の均一，境界鮮明な高信号像を示す．



Ⅲ 考 按

まず，本症例の診断について述べる．脂肪ヘルニアの

鑑別疾患として，皮様脂肪腫，脂肪腫，脂肪肉腫などが

挙げられる2)10)〜14)
．皮様脂肪腫は分離腫の 1 つであり，

重層扁平上皮，毛包や脂腺などで構成される10)
．生下時

からみられ，遺伝例の報告もある11)
．耳側部結膜に，結

膜との可動性に乏しい桃白色から黄白色の腫瘤を形成

し，その辺縁は直線状か角膜に対し凹の曲線を描く2)
．

MRI では T 1強調画像において，被包化され眼窩脂肪

より高信号を示す12)
．脂肪腫は，病理組織学的には脂肪

ヘルニアと同じ成熟脂肪組織であるが，可動性に乏し

く，MRI所見や手術所見で眼窩脂肪との連続性がない

ことが特徴とされる2)13)
．脂肪肉腫は，病理組織学的に

は多様な組織型を生じ，脂肪腫様脂肪肉腫では，CT で

境界不鮮明な辺縁不正の高吸収域を示す14)
．本症例は，

20代での発症で，外傷の既往はなかった．腫瘤の辺縁

は角膜に対し凸の曲線を描き，結膜や眼球に対する可動

性は良好であった．本症例のMRI冠状断連続断面では，

腫瘤は筋漏斗内脂肪に続いていた．Schmack ら6)は，眼

窩内容除去症例における筋漏斗内脂肪は，Lochkern cell

は少なく，floretlike giant cell はないと述べているが，

本症例の病理組織学的所見もこれと同様であった．以上

から，本症例は，筋漏斗内脂肪由来の脂肪ヘルニアであ

ると考えられる．本症例の所見は，Schmack らの上耳

側部脂肪ヘルニア例の所見とは，若干異なっているが，

これは，瞬目時の上眼瞼による擦過などの機械的刺激が

少なかったためかもしれない．

次に，本症例の病態について述べる．脂肪ヘルニアに

おける報告の中には，外傷，注射などに続発したものが

ある．外傷として，分娩時に頭部骨折し出生時から生じ

ていた例4)
，針金による刺創部に発生した例9)

，トリア
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図 3 術前MRI T 1強調画像冠状断と模式図．

前方(a)から後方(c)の 5 mm厚連続断面．模式図には眼球断面の最大垂直軸と最大水平軸を加えた．腫瘤

は，右眼内直筋の下方から眼球の下鼻側に沿って走行する．



ムシノロンのテノン囊下注射部に発生した例15)などが報

告され，これらはテノン囊が直接破綻したものと考えら

れている．また，自然発生した上耳側部脂肪ヘルニア

は，テノン囊が加齢により破綻したものと考えられてい

る2)
．また，肥満例5)や球後部眼窩腫瘍(偽腫瘍)の併存

する例16)なども報告されている．本症例の場合，既往歴

に特記すべきことはなく，肥満や球後部腫瘍など，眼窩

脂肪が圧出されるような状態もなかった．若年時から存

在したということから，テノン囊の下鼻側に先天的に脆

弱部が存在し，自然破綻による脂肪ヘルニアを生じたの

ではないかと考えられる．本症例の MRI画像は，内直

筋―下直筋筋間膜と眼球との間に脂肪が介在していた．

したがって，本症例の脂肪脱出経路は，筋漏斗内脂肪の

前部が内直筋―下直筋筋間膜と強膜との間隙を通り，下

鼻側部結膜下に脱出したと考えられる(図 4)．上耳側部

以外の自然発生脂肪ヘルニアとしては，従来，下耳側部

3 例7)8)
，上円蓋部 2 例2)

，下円蓋部 1 例および上鼻側部

2 例9)などが報告されているが，これらの報告では画像

が示されておらず，脂肪脱出経路についての記載もな

い．一方，上耳側部の脂肪ヘルニアでは，外直筋―上直

筋筋間膜と眼球との間に脂肪が介在している画像が示さ

れている17)〜19)
．したがって，本症例の脂肪脱出経路は，

上耳側部脂肪ヘルニアにおける脂肪脱出経路と類似して

いると考えられる．

最後に，治療方針について述べる．耳上側部の脂肪ヘ

ルニアの場合，上眼瞼に隠れ，整容上目立たないものも

ある．このため，治療には切除以外にも選択の余地があ

り，経過観察8)や，脂肪を眼窩内に還納し結膜を強膜に

縫着固定20)するなどの方法も報告されている．一方，本

症例の場合，下鼻側部脂肪ヘルニアが涙点を覆い，流涙

を生じていたことと，整容上目立ったことより，切除と

ヘルニア門の閉鎖補強を行った．このようなまれな部位

の脂肪ヘルニアの場合，特に腫瘍性病変を否定するため

にも，積極的に切除，病理組織学的検査を行うべきであ

ると考える．
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